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あきる野市は平成 7 年に秋川市と五日市
町が合併した東京都の西部にある人口約 8
万 1000 人の市。都心から 40 ～ 50km
圏に位置し、東は福生市、羽村市、西は檜
原村、奥多摩町、南は八王子市、北は日の
出町、青梅市に接する。
　「秋川ファーマーズセンター」は、朝採
りトウモロコシの街道売りで親しまれ、通
称「とうもろこし街道」と呼ばれている五
日市街道沿いに、平成 5 年、多摩東京移
管百周年記念事業の一環として誕生。農産
物の直売コーナーを中心に据え、農業者と
消費者が親睦・交流をはかる拠点とされた。
敷地は市が個人・JA から借り受け、建物
は TAMA らいふ 21 協会からの寄付金に
よって市が建設した。
　センターは、敷地総面積（市民農園を除
く）8323㎡に直売コーナー、物産コー
ナー、植木・盆栽コーナー、地場産農産物
が実食できるバーベキューコーナー・軽食
コーナーを設け、センターの敷地とは離れ
て 3 カ所に分散する形で、総面積 7622
㎡の市民農園を設けている。
　市民農園は、農家地権者 5 人から JA が
土地を賃借し、30㎡ 155 区画（賃貸料 1
万 8000 円 / 年）、50㎡ 18 区画（賃貸料
3 万円 / 年）、計 173 区画を、農を自ら体
験したい農園利用者に貸し付けている。
　センター業務は、生鮮品の農産物の取り
扱いを中心に、市民農園の栽培指導まで多
岐にわたり、各種のノウハウが必要とされ
る。運営管理は JA あきがわが、平成 18
年から市の指定管理者（平成 5 ～ 17 年
は JA に委託）となり、事業を執り進めて
いる。

平 成 19 年 度 の 売 上 実 績 は、 約 5 億
3000 万円（うち直売コーナー約 3 億
2000 万円）で、東京都下第一の地産地
消の拠点となっている。

平成 5 年度にセンターを建設。市は平成
14 年度に「東京都市町村まちづくりチャ
レンジ事業交付金」を活用し、直売所、苗
木用建物、ストックヤードを増築。平成
18 年 3 月には「東京都多摩島しょ底力発
揮事業交付金」によって、インターネット
を活用して売上情報を携帯電話、パソコン
で確認し、農産物を適切に補充できる
POS システムを導入した。
　運営管理を行う JA あきがわと、市観光
協会が運営する特産品、軽食コーナーを含
めて総人員は 29 人で、19 年度は年間レ
ジ客 34 万 8649 人、月平均直売コーナー
来客数約 2 万 9000 人に対応している。

安心・安全・新鮮で一定の規格・水準の地
場産農産物（直売品目数 50 ～ 60 種類）
を安定して直売コーナーに提供するため
に、生産出荷農業者を登録制としている。
登録要件は、JA あきがわの組合員である
こ と、 旧 秋 川 地 区 の 農 家 で あ る こ と、
10a 以上の農地を耕作していること、の
3 つを満たすことで、登録農業者は現在
126 人。直売コーナーには 18 人の委員

からなる運営委員会が設置され、出荷規定・
基準、登録農家の認定、催し物の企画など
を協議し、取り決めている。特に出荷され
る農産物の規格は、一般市場に出荷する際
の JA 基準を厳しく適用し、高いレベルの
品質の確保に努めている。
　営業時間中の直売コーナーでは、登録農
業者が当番制で 2 ～ 3 人常駐し、消費者
からの質問などへの対応、品質確保、品揃
え、在庫補充について農業者への連絡など、
農業者・消費者双方への迅速な窓口機能を
担っている。
　また、直売コーナーの壁に生産者の顔写
真を掲げるほか、その横に設置された生産
者番号による検索タッチパネルで各生産者
のプロフィールが検索でき、消費者と生産
者の信頼関係を結ぶ貴重なツールとなって
いる。

センターは食の安全・安心が近年関心を集
めるなかで、農と農業者の顔が見える地産
地消の拠点として、さらに農業者・消費者
が農を接点とする新たなコミュニティの形
成の場として期待される。
　また、農業者の高齢化の進行により、
地場産野菜の将来的供給に危惧があり、
定年退職者をはじめとする新たな農の担
い手づくりに、市民農園の新たな活用が
考えられる。
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■ 主体の取り組み

秋川ファーマーズセンター外観

■ ネック克服の仕組みと工夫

新鮮で安全な農産物

秋川ファーマーズセンター（東京都あきる野市）
食の安全を支える地産地消の一大拠点

■ 新しい役割と魅力

プ ロジェクト 概 要

所在地	 ：	東京都あきる野市二宮 811
		  ☎ 042-559-1600
施設の概要	 ：	平成 14 年度増築 176.26㎡含
販売面積	 ：	404.50㎡ 増築 102.60㎡
植木・盆栽コーナー	：	2133.00㎡

苗木用建物	 ：	増築 58.50㎡
バーベキューコーナー	：	126.60㎡
ストックヤード	：	増築 15.16㎡
駐車場面積	 ：	 2178㎡、75台（9:00～17:00）

地場産の新鮮な
農産物が安定提
供される

バーベキューコーナー

UR 都市再生機構は、まちや住まいづくり
を進めていくにあたり、環境について配慮
すべき視点を取りまとめた「環境配慮方針」
を基にしている。今回紹介する「レーベン
スガルテン山崎」は、旧公団「山崎団地」
を建て替え、賃貸住宅として初めてクライ
ンガルテンが設置された。
　この団地は、東京の中心から約 50km
圏内にある神奈川県鎌倉市北部の丘陵地と
大船市街地の平地との境界部に位置し、中
心住宅、農地、樹林などが混在する良好な
自然環境の残された谷戸地形にある。
　敷地内には、雨水と井戸水を利用した池
など生きものが生息しやすい環境を形成し
たビオガーデンなどがあり、自然環境を復
元して、周辺の自然と一体となって生態系
の回復を図ることを目指している。

　また、敷地内に設けたクラインガルテン
は、住まい手が自ら土に触れて自然に親し
み、コミュニティを育む場となっている。
これらの管理は、管理会社に委託している。
また併せて、利用者側の窓口として、クラ
インガルテンサークルなどの利用者組織を
設けている。

①住棟の北側に設置したクライガルテン

は、冬季の日当たりが不足している。
②住民の交流や利用のしやすさを考慮し
て、広場やプレイロットと一体的に設けら
れている。
③防犯や管理面を考慮して、住民の目によ
くふれる場所に配置。
④クラインガルテンは、オープンな構造で
広場ともつながっているため、開放感がある。

少子高齢化の進行、環境や食の安全への関
心や社会参加意欲の高まり、都市農業の衰
退、身近な自然の減少などを背景に、市民
農園に対する関心が高まっている。そのこ
とは、近年の市民農園の著しい増加に裏付
けられる。建て替え団地におけるクライン
ガルテンは、市民農園に比べて小規模では
あるが、100％利用されており、団地の
屋外環境を構成する新たなレクリエーショ

ン施設として大いに期待される。
　特に、今後急速に高齢化が進むことが予
想される既存団地では、比較的高齢者に人
気のあるクラインガルテンは、高い需要が
予測される。さらにコミュニティの衰退、
安心安全の低下などの住環境問題の改善
や、ディスポーザー導入とリンクすること
により、団地および地域の食の循環や人的
交流にも貢献できる。建て替え住宅の利便
施設として今後の活用が望まれる。

優れた住環境

レーベンスガルテン山崎（神奈川県鎌倉市）
公的賃貸団地のクラインガルテンの取り組み

住棟前のクラインガルテン（図 ： その2）

上階から見たクラインガルテン（図 ： その2）

■ プロジェクト実現のプロセス

所在地	 ：	神奈川県鎌倉市山崎1390
敷地面積	 ：	約33000㎡
用途地域	 ：	第一種中高層住居専用地域
利用開始	 ：	平成13年6月
施行者（事業者）	：	 独立行政法人都市再生機構

		  ＊以下は補足項目（宅地などの場合）
管理開始	 ：	平成12年3月
住宅形式	 ：	鉄筋コンクリート造、共同住宅
戸数	 ：	440戸（賃貸7棟）
供給住宅	 ：	賃貸方式

プ ロジェクト 概 要

■ 今後の課題と特徴

高台に設置しているクラインガルテン（図 ： その1）

■ 新しい役割と魅力


